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研究成果の概要（和文）：本研究は、「安全なまちづくりにおけるソーシャルガバナンスのモデル構築」研究
(スタートアップ　2009-2010年)の成果を基盤に、その「仕組み」に着目した発展的研究「コミュニティの包括
的安全診断および対策評価モデルの構築」（基盤研究C　2011-2014年）とあわせ、「体制・制度」に焦点をあ
て、安全なまちづくりにおけるソーシャルガバナンスが、効果的・効率的に機能する「体制・制度」のモデルを
構築した。研究成果については、国内外の学会等で報告をおこなった。また、報告書として取りまとめ、コミュ
ニティ及び研究者に紹介した。また、協働のまちづくりの手法として日本の17自治体で取入れられている。

研究成果の概要（英文）：Based on the preceding two studies on community safety promotion with social
 governance, this study has developed a model of the 
social governance focusing on the effective systems and organizations in community safety promotion.
 As for the academic achievement, the findings and the results of the research have been reported at
 the national and international conferences. Two reports were published in Japanese. As a practical 
aspect, seventeen communities have been introduced the result of this study for their community 
safety promotion in Japan. 

研究分野： 安全・安心なまちづくり

キーワード： 安全・安心　協働によるまちづくり　ソーシャルガバナンス　安全政策　セーフコミュニティ　コミュ
ニティエンパワメント　評価指標・成果測定
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1-1．地域レベルでの包括的な安全対策の必
要性の高まり 
安全に対する不安は様々な場面で高まっ

ており、その要因の一つとして「地域のきず
な」の希薄化が指摘される。さらに、自然災
害を経験するなかで、安全の確保には「公助」
だけでなく「自助」、「公助」の充実が求めら
れるようになった。そのような中、世界規模
で広がっている「セーフコミュニティ（SC）」
という地域主体の安全・安心なまちづくりに
関心が集まってきた。 
 
1-2．限られた先行研究と政策研究へのニー
ズ（国内・国外の研究動向・位置づけ）  
SC は、傷害を健康課題ととらえ、それを未

然に防ぐことができる安全な生活環境を構
築することで健康を増進するという公衆衛
生の視点から始まったことから、世界保健機
関（WHO）およびその関係機関が活動をリー
ドしてきた。そのため、先行研究をみると公
衆衛生分野での研究が主流を占めている。し
かし、地域の安全向上のためには、多様な領
域（交通、犯罪、災害、福祉、虐待など）の
安全が総体的に底上げされる必要があり、公
衆衛生に加えて多面的な視点からのアプロ
ーチが必要とされる。 
特に、日本においては、公衆衛生の域を越

えた「まちづくり」という包括的な視点から
SC に関心をもつ自治体が増えているものの、
情報や経験は限られており、政策的視点から
の研究が求められている。 
 
1-3. 「機能」を最大化する「体制」の必要
性 
このような状況を踏まえ、申請者は、SCに

おけるソーシャル（ローカル）ガバナンスの
視点から研究を進めており、「評価・測定」
モデルの構築を通してローカルガバナンス
の機能に関する研究を行った。しかし、「機
能」に焦点をあてた研究を進めるなかで、「体
制」や「制度」が構築されていなくては、ロ
ーカルガバナンスは機能しないことがみえ
てきた。一方、協働の担い手である地域にお
いては、地縁組織の弱体化や地域のきずなの
希薄化から地域運営の体制そのものが課題
となっている。そこで、現在の日本の実情に
あった「体制」に関する研究を行い、先に行
った研究と併せて「包括的なソーシャルガバ
ナンスのモデル」を提示できると認識した。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、基盤研究となる「安全な

まちづくりにおけるソーシャルガバナンス
のモデル構築」研究の発展的研究としてその
「体制」に焦点をあてて、安全なまちづくり
に向けた効果的なソーシャルガバナンスの
体制・制度の構築を目的とする。 
SC は、地域の分野横断的な協働を基盤に、

生活におけるあらゆる安全を対象とし、行政

や関係団体・組織、地域住民など多様なアク
ターが関わるエビデンスベースの取組であ
ることから、多様な領域の多面的な研究が必
要である。そのため、これまでの研究に引き
続き、本研究を通して、分野を超えた研究者
の連携による包括的な地域安全の研究と研
究成果を社会実装の仕組みの構築に向けた
「きっかけ」と「プラットホーム」の創出を
めざす。 
 
３．研究の方法 
3-1.文献調査 
政策的視点からの SC に関する先行研究は非
常に限られていることから、まちづくりやソ
ーシャルガバナンスなど関連領域を中心と
した文献調査を行った。 
また、SC を推進する国内外の自治体の SC 認
証申請書や行政書類からの情報収集を行っ
た。 
 
3-2. ヒアリング調査 
SC に取組む国内外の自治体の SC 担当者や地
域住民、市長等へのヒアリングを行った。 
また、海外において SC を推進している研究
者へのヒアリング調査を行った。 
 
４．研究成果 
4-1．研究成果の内容 
上記の研究方法によって得られたデータ

を「（協働）体制」「仕組み（診断→実践→振
返り）」、「推進力」の 3 つの分野に分類し、
それらを構成する要素について検討を行っ
た。 
 
安全安心なまちづくりにおけるソーシャ

ルガバナンスの体制及び制度のモデルとし
て、下記の 3点（連携体制、体系的な仕組み、
地域力）の視点を明らかにした。 
 
①分野横断的な参画体制として、「タテ」「ヨ
コ」「ナカ」の協働・連携体制の構築 
国-都道府県-市町村-地域の連携（タテの連
携）と、それぞれのレベルでの団体・組織間
の連携（ヨコの連携）、それぞれの組織内で
の連携（ナカの連携）の具体的なモデルを示
した。 
 
② 「コミュニティ診断→介入→評価」とし
て、PCA サイクルなど体系的な仕組みの導入
方法を示した。特に、従来からの対策では、
コミュニティ診断が行われていなかったり、
取組み後の成果測定・評価が行われていなか
ったり、脆弱であることが多い。そのため、
地域の協働によるこのサイクルの導入方法
を示した。 
 
③推進力の構築 
ソーシャルガバメントにおいて上記の体制
と仕組みを導入し、運営していくためには、
行政だけでなく、地域の諸団体・組織の能力



が求められるが、行政に頼り切っている場合
が多いことから、地域運営という意識の醸成
から能力の育成の方法について示した。 
 

 
加えて、上記を通じた取組（対策）の改善

状況と活動の継続性をアウトプットとして
確認した。 

 
 
4-2．成果の発信 
①学術的 
国内外の学会で報告を行った。また、論文と
してまとめた。また、研究成果を論文及び報
告書としてまとめており、国内のセーフコミ
ュニティ推進自治体において研究によって
得られた成果が活用されている。 
 
加えて、毎年セーフコミュニティ研究会を開
催し、セーフコミュニティ活動を推進してい
る自治体や関心を持っている自治体及び個
人に対して研究によって得られた情報及び
研究結果の提供を行っている。 
 
②実践的 
SC を協働によるまちづくり、地域レベルでの
安全向上に活用するにあたってのモデルを
構築し、国内の自治体に情報提供を行うとと
もに、セーフコミュニティ活動の推進におい
て導入されている。 
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